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問　題 問　題 問　題

１ ２ ３

 

 

１ 地理分野からの出題です。 

 

問１ X は高い得点率でした。Y も概ねよくできていました。地図を活用しての学習を心がけてほしいと思います。 

問２ 湖の形成要因について出題しました。もう少し高い得点率を期待していました。 

問３ 高い得点率でした。雨温図の問題はほぼ毎年出題しています。 

問４ 都道府県の工業の特徴について問いました。基本的な学習事項であり、概ねよくできていました。 

問５ 都道府県の農業の特徴について問いました。基本的な学習事項であり、多くの受験生が理解できていました。 

問６ 資料から読み取れる情報を整理し、考えることで解答を導き出すことができます。概ねよくできていました。 

問７ 資料から読み取れる情報を整理し、考えることで解答を導き出すことができます。やや低い得点率となりました。 

問８ 概ねよくできていました。地理・歴史・公民分野を問わず、論述問題はほぼ毎年出題しています。 

 

２ 歴史分野からの出題です。 

 

問１ 基本的な学習事項であり、高い得点率でした。 

問２ 基本的な学習事項であり、多くの受験生が理解できていました。 

問３ 律令体制下の税制度について問いました。概ねよくできていました。 

問４ もう少し高い得点率を期待していました。平安時代について、よく学習しておいてほしいと思います。 

問５ 太閤検地について問いました。高い得点率でした。 

問６ 文章から読み取れる情報を整理し、考えることで解答を導き出すことができます。概ねよくできていました。 

問７ 江戸時代の農具について問いました。高い得点率でした。 

問８ 概ねよくできていました。地図を活用しての学習を心がけてほしいと思います。 

問９ 資料から読み取れる情報を整理し、考えることで解答を導き出すことができます。概ねよくできていました。 

 

３ 公民分野からの出題です。 

 

問１ 地方税について問いました。多くの受験生が理解できていました。 

問２ 資料から読み取れる情報を整理し、考えることで解答を導き出すことができます。概ねよくできていました。 

問３ 選挙制度について問いました。高い得点率でした。 



問４ 国連安全保障理事会について問いました。もう少し高い得点率を期待していました。 

問５ 条約の締結について問いました。多くの受験生が理解できていました。 

問６ 公共の福祉について問いました。やや低い得点率となりました。 

問７ 内閣総理大臣について問いました。やや低い得点率となりました。 

問８ 文章から読み取れる情報を整理し、考えることで解答を導き出すことができます。やや低い得点率となりました。 

問９ 低い得点率となりました。日本国憲法の条文について、よく確認しておいてほしいと思います。 

問 10 選挙の原則について問いました。多くの受験生が理解できていました。 

 

以上 


